
ごみ処理技術検討委員会が市長に答申�

お父さんやお母さんとのふれあい運動会�

春の全国火災予防運動に�
　　　　　合わせて山林火災防御訓練�
春の全国火災予防運動に�
　　　　　合わせて山林火災防御訓練� 　三豊市ごみ処理技術検討委員会の浮田正夫委員長から

市長に答申書が手渡されました。循環型社会形成推進と
地球温暖化防止を念頭に、市にふさわしいごみ処理シス
テムについて評価・選定をいただきました。�

ごみ処理技術検討委員会が市長に答申�

　下高瀬幼稚園で体力づくりに取り組んできた締めくく
りとして『親子で遊ぼう・お別れ運動会』を行いました。
園児たちは、お父さんやお母さんの体にぶら下がったり、
登ったりして親子でふれあえる遊びをしました。�

お父さんやお母さんとのふれあい運動会�

　三豊市消防団と三観広域北消防署員が、紫雲出山で山
林火災防御訓練を行いました。訓練は山林などの水源と
火災現場の距離が遠い場合を想定して実施。参加した団
員は手際よくホースを連結し、迅速に放水を行いました。�

　市と四国学院大学とが連携して行う「三豊の子どもた
ちを元気にするプロジェクト」の講演会がマリンウェー
ブで行われ、「子どもの発達と生活」と題した四国学院
大学副学長の漆原光徳教授の講演がありました。�

子どもの発育に合わせた運動法�子どもの発育に合わせた運動法�
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所
得
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少
な
い
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被
用
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保
険
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被
扶
養
者
で
あ
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に
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軽
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措
置
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21
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と
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延
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れ
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こ

と
に
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し
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収
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・
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4
月
年
金
支
給
分
か
ら
年
金
天
引
き
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

天
引
き
額
は
、2
月
天
引
き
分
と
同
額
で
す
。
平
成
22
年

度
の
保
険
料
が
確
定
後
、
10
月
以
降
の
天
引
き
分
で
調
整

が
行
わ
れ
ま
す
。�

●
仮
徴
収
対
象
外
の
人（
普
通
徴
収
か
ら
開
始
の
人
）�

　
7
月
か
ら
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
特
別
徴
収
に
移
行
で
き
る
人
に
つ
い
て
は

10
月
か
ら
年
金
天
引
き
が
開
始
さ
れ
ま
す
。�

※
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き（
特
別
徴
収
）さ
れ
て
い
る
人

で
、口
座
振
替
に
よ
る
納
付（
普
通
徴
収
）へ
の
変
更
を
希
望

す
る
人
は
、税
務
課
ま
た
は
各
支
所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。�

　
65
歳
以
上
で
年
金
か
ら
介
護
保
険
料
を
天
引
き
（
特
別
徴

収
）さ
れ
て
い
る
人
は
、4
月
か
ら
仮
徴
収
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開
始
さ
れ
ま
す
。

仮
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収
で
年
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市
民
税
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税
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間
の
暫
定
保
険
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4
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6
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の
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険
料

額
は
、2
月
の
保
険
料
額
と
同
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で
す
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※
仮
徴
収
保
険
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の
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間
保
険
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を
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割
っ
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減
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上
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満
の
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、厚
生
年
金
保
険
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共
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険
者
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入
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い
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、国
民
年

金
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け
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多
く
の
人
は
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勤
め
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い
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と
き
は
厚
生
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金
保
険
の

適
用
を
受
け
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ま
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が
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を
退
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し
た
場
合
は
、国
民
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す
。
ま
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、扶
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配
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種
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国
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者
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「
国
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金
被
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変
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」
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で
す
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で
、年
金
手
帳
・

印
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を
持
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保
険
料
免
除
制
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は
、前
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の
所
得
を
も
と
に
審
査
し
ま
す

が
、前
年
度
ま
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当
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に
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を
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職
し
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し
て
い
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と
が
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用
保
険
受
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資
格
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所
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平
成
22
年
度
か
ら
、
65
歳
未
満
の
人
の
公
的
年
金
所
得
に

か
か
る
住
民
税
は
次
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と
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で
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●
住
民
税
を
給
与
か
ら
天
引
き
し
て
納
付
し
て
い
る
人
は
住

民
税
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得
に
か
か
る
部
分
も
あ
わ
せ
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与
天
引
き
で
納
付
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。�

●
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請
す
る
こ
と
で
、住
民
税
の
う
ち
公
的
年
金
所
得
に
か

か
る
部
分
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に
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通
徴
収
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付
書
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口
座

振
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付
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す
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間
　
4

月
1
日
〜
30
日
）�

時期 5月～平成23年3月（各地区 月2回）�
1回1時間程度�

内容 健康運動指導士による運動教室�

※対象者には、4月初旬にチラシを送付しますので、�
　詳細はそちらをご覧ください。�

※各地区の予定表は、介護保険課�
　または各支所にあります。�

対象 ①概ね65歳～75歳までの男性�
（介護保険の認定を受けていない人）　　　�
②運動を制限するような疾病や痛みのない人�

時期 5月～12月（各地区 月１回）�
午後2時～3時30分�

　認知症は、だれもがかかる可能性のある病気です。
しかし、生活習慣を変えることで発症を遅らせたり、
症状を軽くおさえたりすることができます。�
  脳きらり教室に参加して、認知症を予防しましょう。�

　男性のための運動教室が誕生しました。70歳を境に体
力は低下する傾向にあります。腹筋、下肢筋力、バランス能
力、持久力等のトレーニングを行い、筋力アップをはかります。�

概ね65歳以上の人�対象

更に内容充実7回シリーズ�
・認知症を理解する�
・認知症の予防とケア�

内容


